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１. 評価対象区間
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１．評価対象区間

【広域図】

※H25.4月現在の道路網

※数字は人口(H22国勢調査)

○ 当該区間は、九州地方の東側沿岸部を連絡する東九州自動車道の一部。

○ 沿線の宮崎県日南市・串間市、鹿児島県志布志市は九州の南東端に位置し、

県庁所在地の宮崎市、鹿児島市まで約80～90km。

【対象市町村の位置】
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２. 計画段階評価手続きの進め方（案）
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２．計画段階評価手続きの進め方（案）

○地域住民や道路利用者の意見を聴きながら、地域の課題、政策目標の検討を行う。
○その後、政策目標を達成する道路計画［概略の計画案（複数案）」について検討を行う。

対
応
方
針
の
決
定
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

地 方 小 委 員 会 ※各段階で随時自治体と調整

【平成25年6月～】【平成25年5月】

第１回

九州地方小委員会

【審議事項】

◆計画段階評価

手続きの進め方

◆地域と道路の

課題

◆政策目標（案）

◆地域の意見聴取

方法

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取

した意見内容の

確認

◆地域等の意見を

踏まえた対応方

針(案)の検討

意見聴取

◆意見聴取内容
○地域と道路の

課題

○政策目標（案）

○道路整備の

必要性

◆聴取方法
《意見交換、

ヒアリング、

オープンハウス》

対象者：沿線首長

団体代表者

地域住民

企業等

意見聴取

◆意見聴取内容
○道路計画

〔概略の計画案

（複数案）〕

○計画案の
整備効果

◆聴取方法

《意見交換、

ヒアリング、

説明会、

オープンハウス》

対象者：沿線首長

団体代表者

地域住民

企業等

九州地方小委員会

【審議事項】

◆地域から聴取

した意見内容の

確認

◆政策目標の設定

◆道路計画

〔概略の計画案

（複数案）〕

◆計画案の

整備効果

◆地域の意見聴取

方法
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３．地域の将来像
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３．地域の将来像

地域の将来像項 目

③医療

②観光

④防災

①暮らし ○文化の振興による心豊かな暮らしの環境づくり＜宮崎県総合計画＞

○地域医療体制の整備 ＜宮崎県総合計画＞
○いつでもどこでも安心・安全な医療提供 ＜鹿児島県将来ビジョン＞
○地域医療体制の充実 ＜日南市総合計画・串間市総合計画＞

〇観光・スポーツランドみやざきの推進 ＜宮崎県総合計画＞
○観光ルートの形成による周遊性の向上 ＜日南市総合計画・串間市総合計画＞

○各種スポーツ、第一次産業と連動した観光・交流活発化推進 ＜串間市総合計画＞
○観光やスポーツの振興 ＜志布志市振興計画＞

〇災害に強い県土づくりの推進 ＜宮崎県総合計画・鹿児島県将来ビジョン＞
○防災対策の整備拡充 ＜日南市総合計画＞
○大地震や風水害などの自然災害への対応強化 ＜串間市総合計画＞
○津波対策をはじめ消防・防災体制の強化 ＜志布志市振興計画＞



４．地域の現状と課題
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○文化の振興による心豊かなくらしの環境づくり＜宮崎県総合計画＞

４．地域の現状と課題＜暮らし＞

▼都市型レジャー施設数と移動時間

都市型レジャー
施設がない

※都市型レジャー施設は映画館、コンサート会場、遊園地、大規模ショッピングセンター、
プロ野球開催球場、総合運動公園を対象 9

○串間市には都市型レジャー施設がなく、施設が多く立地する宮崎市までは約２

時間を要するため、夜のイベント時には宿泊を要する場合もある。

将来像

現状
・

課題

串間市役所
から約109分

●串間市と日南市には映画館などのレジャー施設がないた
め、約２時間かけて宮崎市に行かざるを得ない。

●夜のイベントでは帰宅時間が深夜になるため、週末は泊ま
りで行くこともある。

●移動時間が１時間程度であれば、仕事終わりに宮崎市ま
で気軽に遊びに行ける。

▼都市型レジャー施設までの移動許容時間

都市型レジャー施設への移動
許容時間は１時間までが約７割

１時間を越えると
許容割合が極端に

低下

▼地域の声（串間市民ヒアリング）

※宮崎県民を対象としたアンケート結果 資料：九州地方整備局

宮崎市フェニックス
自然動物園

サンマリンスタジアム
（野球場）

許容
割合
（％）

移動時間



４．地域の現状と課題＜観光＞

▼主な観光地

【重要伝統的建造物
群保存地区】

【国の天然記念物】

都井岬(御崎馬)

堀川運河（堀川橋）堀川運河（堀川橋）

【国の有形文化財】

0 5 10 15 20

0～1時間

1～2時間

2～3時間

3～4時間

4～5時間

5時間以上

2時間～4時間
の間に集中

※JAFナビ（JAF総合観光情
報サイト）のおすすめ日帰りド
ライブ コース一覧（宮崎県、
鹿児島県全49箇所）の走行
時間を集計

▼日帰りおすすめドライブコースの走行時間

飫肥城下町

関之尾の滝(甌穴群)

【国の天然記念物】

日南海岸国定公園

日帰りコースのお客様が移動に
要する時間は２～４時間が多い
ようです。(JAF福岡支部)

▼全国の国定公園（海域公園地区）の市町村別観光入込客数(H22)

資料：都道府県観光統計調査
（市町村別統計のない石川県、
徳島県、大分県、鹿児島県、沖
縄県は除く）

▼九州地方を周遊する主な観光ツアーの状況

観光資源を有しているが
観光ツアーのルートに

入っていない

※ＪＴＢで取り扱っている添乗員が同行する九州国内ツアー
(H24年10月時点におけるＨＰ掲載情報、離島は除く）

観光地

交通拠点

宮崎県南部は移動に
時間がかかりすぎるため、
ツアーを組みにくい地域
である。(JTB九州)

▼旅行会社の声

▼ドライブコース作成者の声

（玄海）

（ニセコ積丹小樽海岸）

（北長門海岸）

（日南海岸）

（南房総）

（若狭湾）

（日豊海岸）

（下北半島）

（ニセコ積丹小樽海岸）

（渡弥彦米山）

串間市は
極めて少ない

（日南海岸）

（下北半島） 10

志布志城跡

【国の指定史跡】

○観光ルートの形成による周遊性の向上＜日南市・串間市総合計画＞

○観光やスポーツの振興＜志布志市振興計画＞

○日南・串間地域は、日南海岸国定公園に位置し、多様な観光資源を有する。

○周遊に約５時間を要するなど移動に時間がかかるため、ツアーを組みにくい地域。

将来像

現状
・

課題

周遊に
約5時間を要す

▼魅力ある
観光スポット

鵜戸神宮鵜戸神宮

港の駅めいつ港の駅めいつ

榎原神社

【年間観光入込客数：20万人】

【年間観光入込客数：99万人】
宮崎県観光入込客数第２位

【年間観光入込客数：4万人】

かつおめしかつおめし



４．地域の現状と課題＜医療＞
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○地域医療体制の充実＜日南市・串間市総合計画＞

○串間市から第３次医療施設への救急搬送は、増加傾向にある。現状では搬送

時間に109分かかり、事業中区間が完成しても、60分以上を要する。

○搬送経路は、カーブが多いことで患者への負担が大きい。

将来像

現状
・

課題

▼60分以内にアクセス可能な第３次医療施設数

宮大医学部
附属病院

鹿児島市立病院

※各市町村役場の60分
以内アクセスについて図化

▼カーラー曲線

60分以上は
死亡率がほぼ100%

串間市は
60分以上かかる

▼国道220号の現道状況

▼地域の声（串間市消防隊員）

●第３次医療施設への搬送は国道220号を利用するが、時間がか
かることとカーブが多いことで患者への負担が大きい。

串間市役所
から約109分

串間市
志布志市

日南市

県立宮崎病院

▼串間市から宮崎市第３次救急
医療施設への救急搬送件数

増加傾向

資料：串間消防署

線形不良箇所（40箇所）

防災点検要対策箇所（38箇所）

死亡事故発生箇所（8箇所）

屈曲箇所（6箇所）



○災害に強い県土づくりの推進＜宮崎県総合計画・鹿児島県将来ビジョン＞

○大地震、津波対策の強化＜日南市・串間市・志布志市総合計画＞

○日向灘周辺では十数年から数十年に一度の割合で地震が発生（1600年

以降29回）しており、1662年の地震では甚大な被害を受けた。

○巨大地震による津波浸水域が広範囲にわたって想定されている。

▼過去の日向灘地震の震源分布

資料：「「九州の自然災害」日本応用地質学会

地震で倒壊した家屋（1961年）

※崖崩れ、家屋被害、死傷者は
昭和36年地震

４．地域の現状と課題＜防災（津波）＞
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将来像

現状
・

課題

至 志布志

至 日南 ①②
至日南

至 宮崎

▼巨大地震による津波浸水想定範囲

②

①

最大津波高7m
（志布志市）

最大津波高14m
（日南市）

最大津波高17m
（串間市）

最大津波高は内閣府中央防災会議資料（H24.8）

資料：宮崎県防災会議・地震専門部会(H25.2)、鹿児島県地震等災害被害予測調査中間報告(H25.4)

志布志市夏井地区他
約300人（約150世帯）

串間市高松地区他
約700人（約300世帯）

日南市油津、南郷地区他
約7,000人（約3,500世帯）

沿岸地域の主な集落

●1662年の寛文地震では、高さ４～５ｍの津波が宮崎県から
大隅半島一帯に来襲したとされ、死者200人、家屋全壊
3,800戸の甚大な被害を受けた。



地 域 の 現 状 と 課 題

①暮らし
○串間市には都市型レジャー施設がなく、施設が多く立地する宮崎市までは現状

で２時間を要するため、夜のイベント時には宿泊を要する場合もある。

②観光
○日南・串間地域は、日南海岸国定公園に位置し、多様な観光資源を有する。

○周遊に約５時間を要するなど移動に時間がかかるため、ツアーを組みにくい地域。

③医療

○串間市から第３次医療施設への救急搬送は、増加傾向にある。現状では搬送

時間に109分かかり、事業中区間が完成しても、60分以上を要する。

○搬送経路は、カーブが多いことで患者への負担が大きい。

④防災 ○巨大地震による津波浸水域が広範囲にわたって想定されている。
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４．地域の現状と課題＜まとめ＞



５．道路・交通の現状と課題
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５．道路・交通の現状と課題＜都市間連絡速度＞移動のサービスレベル

○事業中区間がネットワーク化されても、東九州自動車道の中で日南～志布志間

のみ移動が改善されず、時間距離に差がある。

15
▲都市・地域間移動のサービスレベル

事業中区間整備時現状

資料：「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ」
（H23.12）をもとに国土交通省九州地方整備局試算



H20.10トレーラー横転H20.10トレーラー横転

串間市今町串間市今町

国道の屈曲箇所国道の屈曲箇所

1008.4件/億台キロ

673.6件/億台キロ

死傷事故率100件/億台km以上
死傷事故率100件/億台km未満

資料：交通事故統合データベース（18～H21）

日南市

串間市

志布志市
（旧志布志町）

日南市
（旧南郷町）

※ 幹線道路の平均死傷事故率は
100件/億台ｋｍ

平面線形不良箇所平面線形不良箇所

H18.10トレーラー横転H18.10トレーラー横転

死亡事故発生
(H17-H22で8件)

国道220号

○国道220号は、屈曲箇所及び線形不良箇所が多数存在。

○市街地部で死傷事故率が高く、死亡事故も過去６年間で８件発生。

５．道路・交通の現状と課題＜道路幾何構造の不良＞
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上り ## # 42.7 27.7 40.7 42.0 # ## 38.4 44.0 ## ## 22.2 # # 21.1 30.9 # 30.5 # 34.9 # 20.7 29.1 # ## 50.6 50.9 ### ## 46.4 37.7 48.7 # 18.3 # # 24.1 ### 41.1 49.5 13.3 ## ##
下り ## # 29.8 49.2 40.7 36.5 # ## 54.3 32.5 ## ## 49.1 # # 33.8 28.5 # 40.5 # 33.2 # 38.3 30.9 # ## 52.9 45.3 ### ## 46.6 37.9 49.8 # 11.9 # # 27.3 ### 31.5 45.5 47.8 ## ##

12h
平均

資料：民間プローブ
データ(H23.4～H23.10平日)

50km /h以上

40～50km/h

30～40km/h

20～30km/h

10～20km/h

■凡例

【旅行速度】

日南市南郷町南町日南市南郷町南町

国道の屈曲箇所国道の屈曲箇所

線形不良箇所（40箇所）

屈曲箇所（6箇所）

死亡事故発生箇所（8箇所）

平面線形不良箇所平面線形不良箇所

至 志布志至 日南
平面線形不良箇所平面線形不良箇所



通行規制（斜面崩壊）H9.9通行規制（斜面崩壊）H9.9 通行規制（路面冠水）
H20.9
通行規制（路面冠水）
H20.9

日南～志布志間 約４８km

通行規制（路面冠水）S57.9通行規制（路面冠水）S57.9

至 志布志至 日南

○国道220号は、南海トラフ等巨大地震による津波浸水域が多数分布(約2割が浸水)。

○防災点検要対策箇所も38箇所存在。 過去にも斜面崩壊等により通行規制が発生。

５．道路・交通の現状と課題＜津波浸水想定区域・防災要対策箇所等＞

17

至 志布志

至 日南

至日南

至 宮崎

日南市 広渡大橋

至 志布志

至 日南
串間市 今町橋

防災点検要対策
箇所は38箇所

【南海トラフ浸水域】資料：内閣府中央防災会議資料（H24.8）
【県想定津波浸水域】資料：宮崎県防災会議・地震専門部会(H25.2)、鹿児島県地震等災害被害予測調査中間報告(H25.4)

国道220号の
浸水延長は

9.7Km／46.4km
（約２割）

※防災点検要対策箇所とは、豪雨等による災害を防止する
ため、道路法面の安定性等について詳細な点検を行い、
対策が必要と判断された箇所



道 路 の 現 状 と 課 題

①交通
○事業中区間がネットワーク化されても、東九州自動車道の中で日南～志布志

間のみ移動が改善されず、時間距離に差がある。

②幾何
構造

○国道220号は、屈曲箇所及び線形不良箇所が多数存在。

○市街地部で死傷事故率が高く、死亡事故も過去６年間で８件発生。

③防災

○国道220号は、南海トラフ等巨大地震による津波浸水域が多数分布。

（L=9.7km、約2割）

○防災点検要対策箇所も38箇所存在。過去にも斜面崩壊等により通行規制

が発生。
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５．道路・交通の現状と課題＜まとめ＞



６．政策目標の設定
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地域の課題

③医療

○串間市から第３次医療施設への救急搬
送は、増加傾向。

○搬送時間に60分以上を要する。
○搬送経路は、カーブが多いことで患者へ
の負担が大きい。

②観光

○日南・串間地域は、日南海岸国定公園に
位置し、多様な観光資源を有する。

○周遊に約５時間を要するなど移動に時間
がかかるため、ツアーを組みにくい地域。

④防災

○津波浸水域が多数分布する。

①暮らし

○串間市には都市型レジャー施設がなく、
宮崎市等の夜のイベント時には宿泊を要
する場合もある。

政策目標

③救急医療機関への
速達性、確実性の

向上

②観光資源の連絡性
向上による観光振興
の促進

④津波時にも機能する
信頼性の高い
ネットワークの確保

①移動時間の短縮によ
る生活環境の改善

道路による要因

○串間地域から宮崎市の第３次医療施設を結
ぶ高速性が確保されていないため、搬送に
時間を要する。

○患者搬送の経路である国道220号は屈曲箇
所及び線形不良箇所が多い。

○国道220号は沿岸部に位置し、標高が低い。
約２割（約10km）が浸水。

○日南～志布志間の高速性が確保されていな
い。

６．政策目標の設定
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○日南～志布志間の高速性が確保されていな
い。



７．意見聴取方法について
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７．意見聴取方法について

１．意見聴取の基本方針

２．意見聴取の方法と対象者

課題・政策目標（案）と道路整備の必要性に対する意見を伺う。

22

対象者

ヒアリン
グ※１

【沿線首長及び団体代表者】宮崎県・鹿児島県・関係市・団体への意見聴取

沿線首長：宮崎県、鹿児島県、日南市、串間市、志布志市 ５名

各団体：トラック協会、バス協会、タクシー協会、商工会議所・商工会、消防署、警察、農協、
漁協、観光協会 等

23団体

【企業等】宮崎県・鹿児島県・関係市の関係企業への意見聴取

各企業：製造業、運輸・郵便業、卸売・小売業、宿泊・飲食サービス業、医療・福祉 主要100社

オープン
ハウス
（ヒアリン
グ）※２

【地域住民】沿線の日南、串間、志布志の市役所及び支所にオープンハウスを設置（市域全戸に市報等で周知）

日南市：市役所、南郷支所 全戸 23,000戸

串間市：市役所 全戸 8,000戸

志布志市：市役所 全戸 14,000戸

オープンハウスの周知は市報などで広報。

※１ ヒアリングは、団体の代表者及び企業等へ対面方式での意見聴取。

※２ オープンハウスは、各自治体市役所での説明。対面での自由意見の聴取。

日南市

串間市

志布志市

■意見聴取範囲


